
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無
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コミュニケーション検定初級の受験対策。

社会情勢 新聞、ニュースの話題についてディスカッション。

作文 報告書としての作文を書く。
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履修上の注意

コミュニケーション能力の向上をめざします。

成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

平常点

科目名 就職実務Ⅱ

作成日： 令和2年9月30日

効果的な話し方 「簡潔、印象深く、わかりやすく」話すことについて。

話すときの心構えの理解 聞き手を意識した心構えとふさわしい話題を考える。

正しい日本語の習得 書き言葉と話し言葉、敬語の基本について。

話し方　発声・発音 呼吸法、姿勢、表情、発音、発声について。

コミュニケーションの基本 コミュニケーションの定義、基礎知識を学ぶ。

NO. 授業項目、内容

課題 期末試験
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評価方法・成績評価基準

コミュニケーション検定

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
配布プリントなど

「聴く」ことの重要性について。

表現力を身につける 目線、アイコンタクトの大切さについて。6

7 聞くことの重要性
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学習方法・準備学習・備考

1

授業概要、目的、

授業の進め方
コミュニケーション力の向上。コミュニケーション検定初級の受験。

学習目標

（到達目標）
コミュニケーション検定初級試験の合格。

時間数 16時間必修・選択 必修 単位数

担当教員 清野　貴久

対象学科 電気電子工学科 対象学年 2 開講時期 後期


